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 みたか生涯学習プラン 2010 を推進し、市民が「いつでも、どこでも、だれでも、そしていつまでも」学ぶことが

できる生涯学習社会の構築を目指します。三鷹市子どもコミュニティ推進計画を推進し、地域ぐるみで子どもコ

ミュニティの充実に努めます。三鷹ネットワーク大学による民学産公の協働の推進、生涯学習情報ネットワーク

の充実、さらに児童青少年の体験活動、ＰＴＡとの協働活動など充実に努めます。また、家庭教育の拡充を図

るとともに、保護者・地域の団体が協力して事業を進める仕組みづくりを支援し、市民との協働による生涯学習

を推進します。 

● 施策の展開～施策の評価を踏まえた今後の取り組み方向 

 これまでの主な取り組みと成果              

「みたか生涯学習プラン2010」を推進し、市民がいつでも、

どこでも、だれでも、そしていつまでも生涯学習が活発に行

えるように｢みたか生涯学習事業情報｣を年４回発行しました。

市民文化祭をはじめ親子音楽会や市民コンサートなど子ども

から大人までが楽しめる文化事業や市内の文化財の保存・

活用などに取り組みました。平成 19 年３月にリニューアル運

用を開始した生涯学習情報システムにより、市民等への生涯

学習情報の提供を行い、前年度比で 131％増のアクセス件数

がありました。放課後の児童健全育成を総合的に取り組むため

に、三鷹市子どもコミュニティ推進計画を定め、地域コーディネ

ーターの配置、中学生の居場所づくり事業、地域子どもクラブと

学童保育所との連携事業など新たに取り組みました。 

三鷹ネットワーク大学では、民学産公の協働により、各機

関の知的資源を活用して事業の質・量の向上に取り組むと

ともに受講者の満足度の向上を図りました。 

また、児童青少年の体験学習活動やボランティア活動の

充実も図りました。学習相談では、専任の生涯学習相談員

による電話やFAX、メールを利用した在宅相談に取り組みま

した。市民による企画・運営の定着を図り、自主的な活動へ

の支援や協働による生涯学習を推進し、ボランティア養成

講座などにより人財の育成と支援に努めました。文部科学

省の委託事業を活用した地域家庭教育支援推進協議会を

設置し、家庭教育の充実を図る事業を実施しました。 

 未達成の課題                        

 生涯学習情報ネットワークの活用の推進や三鷹ネットワ

ーク大学をはじめ生涯学習関係機関との更なる連携など

の取り組みが課題となっています。 

● 施策の評価～平成 19 年度を振り返っての評価

生涯学習の推進 １ 生涯学習活動 

創造性と豊かさを広げる生涯学習・文化のまちをつくる 第７部 
第１ 主な担当課：教育委員会生涯学習課 

生涯学習活動に参加している市民数
（協働指標）

計画策定時の状況 

（平成 12 年） 
１１２，０００人

前期実績値（平成15年） １１７，４７１人

平成 17 年度達成値 １６４，６８７人  

平成 18 年度達成値 ２７８，１１６人  

平成 19 年度達成値 ３０９，３９５人  

中期目標（平成 19 年） ２００，０００人

目標値（平成 22 年） ２８０，０００人

 

 ま ち づ く り 指 標 の 達 成 状 況 

生涯学習情報システムへのアクセス件数
 （行政指標）

計画策定時の状況 

（平成 12 年） 
７０，０００件

前期実績値（平成15年） ２４５，８６１件

平成 17 年度達成値 １９４，４３４件

平成 18 年度達成値 ２７６，４２４件

平成 19 年度達成値 ６３８，７４８件

中期目標（平成 19 年）     ４００，０００件

目標値（平成 22 年） ７００，０００件

 

 生涯学習活動に参加している市民数の増は地域子どもク

ラブ事業の拡大、ＰＴＡとの合同研修会を開催、市民文化祭

などの生涯学習活動のほか、三鷹ネットワーク大学のコミュ

ニティ・カレッジ事業を中心に、民学産公の協働による講座

を実施したことにより、中期目標値を大きく上回りました。 

生涯学習活動に参加している
市民数（協働指標）
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生涯学習の推進 ２ 図書館活動 

創造性と豊かさを広げる生涯学習・文化のまちをつくる 
主な担当課：教育委員会図書館

第７部 
第１ 

 これまでの主な取り組みと成果              
三鷹図書館（本館）をはじめとする開館時間の延長や３つ

のコミュニティ・センター図書室、杏林大学医学図書館との

協力貸出など市民の利便性と満足度の向上に努めました。

また、「みたか子ども読書プラン 2010」に基づき、４月 23 日

の「子ども読書の日」を中心とする「みたか子ども読書フェ

ア」を全市的に取り組んだ他、おはなし会や映画会、郷土史

講座等を開催し、市民の読書活動を推進しました。 

平成 19 年度においては、ＩＣＴ（情報通信技術）事業の推

進として、老朽化した図書館コンピュータ・システムを 11 月

に再構築し、リライトカード*1 の導入や図書館の利用者用端

末の増設、移動図書館への移動体通信の導入、インターネ

ットや携帯電話による在庫予約の開始等の新機能を追加

し、利用者の利便性の向上を図りました。その結果、予約が

従来の３倍以上になるなどの具体的な効果がありました。 

また、南部図書館（仮称）の建設に向けた調査・研究につ

いては、平成19年度は、「知的資源等の地域開放に関する

調査の結果」に基づき、図書館内における調査・研究を行う

とともに、財団法人アジア・アフリカ文化財団と「三鷹市立南

部図書館(仮称)の整備に向けた検討に関する覚書」を締結

しました。 
*1 貸出図書の書名や返却日の情報を印字したり消去した

り繰り返し使用できる新しい貸出カードのこと。 

未達成の課題                       
コミュニティ・センター図書室や市内大学図書館等との

協力貸出を含めた図書館ネットワーク形成及びサービス網

の確立、下連雀図書館の廃止等図書館整備が課題で

す。 

● 施策の評価～平成 19 年度を振り返っての評価

 平成 19 年度の図書館の年間延利用者数(入館者数)

は、平成 22 年目標値の 91.9％にあたる 919,882 人に

増加しました。貸出し冊（点）も平成 18 年度より約

18,000 冊（点）増加しました。これは、図書館システムの

入れ替えの成果であると考えます。また、平成 19 年度

の開館日数が前年より 30 日減少したのは、システム入

れ替えに伴う休館日数が各館 13 日あったためです。 

図 書 館 の利 用 者 数 （協働指標） 
計画策定時の状況 
（平成 12 年） 

６０６，０００人

前期実績値（平成 15 年） ８５１，９２１人
平成 17 年度達成値 ８４１，３６５人
平成 18 年度達成値 ８５８，４９０人
平成 19 年度達成値 ９１９，８８２人
中期目標（平成 19 年） ９３６，０００人
目標値（平成 22 年） １，０００，０００人
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貸 出 し冊 (点 )数 （協働指標） 
計画策定時の状況 
（平成 12 年） 

１，１４９，７４８冊（点）

前期実績値（平成15年） １，２３７，０３３冊（点）
平成 17 年度達成値 １，２５９，６４１冊（点）
平成 18 年度達成値 １，２５６，３０４冊（点）
平成 19 年度達成値 １，２７４，３２５冊（点）
中期目標（平成 19 年） １，５００，０００冊（点）
目標値（平成 22 年） １，７００，０００冊（点）

 
 

 ま ち づ く り 指 標 の 達 成 状 況 

図 書 館 の延 べ開 館 日 数  
（行政指標）

計画策定時の状況 
（平成 12 年） 

１，３５６日

前期実績値（平成 15 年） １，４４７日
平成 17 年度達成値 １，４５１日
平成 18 年度達成値 １，４３６日
平成 19 年度達成値 １，４０６日
中期目標（平成 19 年） １，４８０日
目標値（平成 22 年） １，５００日

 

● 施策の展開～施策の評価を踏まえた今後の取り組み方向 
引き続き、開館日数・開館時間の拡大や｢みたか子ども読書プラン 2010｣を推進、市内大学図書館等と

の連携に向けて取り組みます。 

南部図書館（仮称）の建設については、その整備に向けた施設、機能、管理運営形態、図書館サービス

のあり方等、新しい図書館づくりに向けて基本プランを作成します。また、下連雀図書館の廃止等の

図書館整備に向けて検討します。図書館の新しい資料情報管理システムであるＩＣタグを導入し、Ｉ

ＣＴ環境の整備に取り組むとともに、効率的な図書館の管理運営形態について総合的に検討し、市民サ

ービスの向上を図っていきます。 
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市民スポーツ活動の推進 
創造性と豊かさを広げる生涯学習・文化のまちをつくる 

主な担当課：教育委員会スポーツ振興課

第７部 
第２ 

 これまでの主な取り組みと成果               

スポーツ情報予約管理システムは、平成19年３月から本格

稼動し、使用料の納入方法もチケットによる事前納付に加え

施設利用後に納付する口座振替を導入し、利用者の利便性

とサービスの向上に努めました。また、第一体育館の天井改

修工事や第二体育館プール内照明の取替えなどを行い、利

用者の衛生面・環境面での充実を図りました。 

民間事業者等と連携したスポーツ振興の取り組みとして

は、ＦＣ東京等と連携・協力による各種イベントや教室の実

施、公庫総合運動場テニスコートを利用するグループの自主

的に運営する組織支援等連携事業に取り組みました。 

また、スポーツ指導者の育成や人財の活用を図るために、

市民スポーツ団体に呼びかけて講習会や研修会を実施する

とともに、各指導者間の意見交換等を行い、スポーツ指導者

の資質の向上に努めました。総合型地域スポーツクラブの拡

充については、市内西部地区と東部地区のモデルクラブの

運営を支援しました。 

大沢総合グラウンドの整備については、東京都の公園整

備計画にあわせて、施設整備基本設計とテニスコートの実

施設計を完了しました。また、総合スポーツセンター(仮称)の

建設については、公共施設の計画的な維持・保全を行うファ

シリティ・マネジメントの推進方針や市全体の施設整備状況を

踏まえて、引き続きＰＦＩ等の整備手法について研究・検討を

進めています。 

未達成の課題                         

 総合型地域スポーツクラブの全市展開や大沢総合グランド

整備が課題です。 

● 施策の評価～平成 19 年度を振り返っての評価 

週１回以上スポーツ活動を行っている

市民の割合       （協働指標） 
計画策定時の状況 
（平成 12 年） 

― 

前期実績値（平成 15 年） ３２％ 

平成 17 年度達成値 ― 

平成 18 年度達成値 ― 

平成 19 年度達成値 ５０.３％（※参考値） 

中期目標（平成 19 年） ４０％ 

目標値（平成 22 年） ５０％ 

  ※平成 19年東京都の調査による数値 

 ま ち づ く り 指 標 の 達 成 状 況 

市のスポーツ施設等の利用者数
（協働指標）
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平成 19 年度の学校体育施設及びコミュニティ・センター体育施設の利用者数は、例年とほぼ同様の水準で

推移しています。また、市の体育施設の利用者数は、屋内プールの排水溝等の施設改善のための休止により

一時的に減少しましたが、平成 19 年度は平成 17 年度の利用者数を超え、増加しました。 

また、施設予約システムを本格的に稼動した年度でもあり、インターネットからの予約が可能になったことか

ら、特に屋外体育施設(学校を含む)の利用者数が増加しています。 

市のスポーツ施設利用者数 
（協働指標） 

計画策定時の状況 

（平成 12 年） 
６４８，７５５人 

前期実績値（平成 15 年） ７７７，０３２人 

平成 17 年度達成値 ８１３，８１１人 

平成 18 年度達成値 ７９０，３５７人 

平成 19 年度達成値 ８３７，６９５人 

中期目標（平成 19 年） ８００，０００人 

目標値（平成 22 年） ８５０，０００人 

総合型地域スポーツクラブについては、設立したモデルクラブを支援することにより組織・活動の充実を図

り、他の地域でのクラブ設立を検討します。大沢総合グランドの整備については、東京都及び関係自治体と協

議の上、整備を行います。総合スポーツセンター（仮称）については、ファシリティ・マネジメントや公共施設の

整備方針の検討と合わせて建設地や施設のあり方及び整備手法について検討を進めます。 

● 施策の展開～施策の評価を踏まえた今後の取り組み方向 
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3 創造性と豊かさを広げる生涯学習・文化のまちをつくる 

 これまでの主な取り組みと成果                 
市立アニメーション美術館事業では、市内小学３年生と公・私

立保育園・幼稚園児を対象とした美術館見学の実施、市民デー

の開催、三鷹の森アニメフェスタへの参加などの事業を実施しま

した。また、「山本有三生誕120年展」・「吉村昭文学回顧展」・

「三木露風展」と３つの企画展を開催するとともに、太宰治没後

60年・生誕100年の顕彰事業の先行事業として「太宰治文学サロ

ン」を開設しました。市内在住の児童文学作家「神沢利子展」

の企画制作に100人を超える市民が参加し、小中学生を担い

手として巻き込み、プレ展覧会の市内巡回展、絵本原画展示

など多彩な内容の展覧会を一年間にわたって実施しました。

「エコミュージアム事業」の推進に関しては、大沢の里周辺地域

の保全・活用検討委員会から「大沢の里周辺地域の保全・活用に

関する提言」を受け、豊かな自然や文化財を活用した体験学習

等の機会を子どもたちに提供する等の視点から検討することを確

認しました。また、文化財特別講演会やエコミュージアム入門講

座を実施したほか、統一したサインによる地区案内板の設置、市

内の寺社保存資料の基礎調査等や吉野家古文書の調査・研究

を行いました。さらに天文台構内古墳の発掘調査を実施、考古資

料等を分かりやすく公開する埋蔵文化財特別展を開催しました。

文化行政の推進に関しては、学校教育との連携事業として、芸

術文化振興財団が美術ギャラリーでの市内小学生ギャラリートー

クや学校での出張授業を実施、音楽事業では演奏家による市内

小学校への訪問演奏、みたかジュニアオーケストラの高齢者福祉

施設訪問演奏会などを実施しました。 

未達成の課題                           
インターネットを利用した電子博物館については、携帯電話用

サイトを作成して、より詳細な文化財等の情報が提供できるよう利

用者の利便性の向上を図ります。 

● 施策の評価～平成 19 年度を振り返っての評価 

芸術・文化のまちづくりの推進 

創造性と豊かさを広げる生涯学習・文化のまちをつくる

主な担当課：生活環境部コミュニティ文化室

第７部 
第３ 

● 施策の展開～施策の評価を踏まえた今後の取り組み方向 
 芸術文化振興財団と連携し、芸術文化施設での事業・企画の一層の充実を図り入場者率の向上に努めるとと
もに、学校教育との連携を今後も充実させていくほか、市立アニメーション美術館を活かしたまちづくりの推進に

向けた取り組みの拡大・強化を図ります。絵本館プロジェクトは、特色ある地域拠点のひとつとして国立天文台敷

地内に星と森と絵本の家（仮称）を整備し、天文台との連携により運営を行う一方で、引き続き地域の担い手育成

を図り活動定着を図るとともに、市内全域でプロジェクトを推進します。エコミュージアム事業の展開は、水車経営

農家の公開から大沢の里周辺地域に拡大し、地域活動団体との連携など市民と協働で推進していきます。 

また、子ども林間研修広場内の収蔵庫にある民具や大沢二丁目古民家（仮称）郷土等資料などの公開を進め

るほか、エコミュージアム事業の全市的な展開は「みたか生涯学習プラン 2010」や「緑と水の基本計画」の中で検

討を進めていきます。 

市の芸術文化施設で実施される 

事業の入場者率      （行政指標） 
計画策定時の状況 

（平成 12 年） 
９２％ 

前期実績値（平成 15 年） ８５％ 

平成 17 年度達成値 ８２％ 

平成 18 年度達成値 ７８％ 

平成 19 年度達成値 ８６％ 

中期目標（平成 19 年） ８８％ 

目標値（平成 22 年） ９２％ 

 

 まちづ く り指標の達成状況 

市の文化財の見学者数及び市が実施

する歴史・文化財関連の講演会等の参

加者数             （行政指標） 
計画策定時の状況 

（平成 12 年） 
２７，４９１人 

前期実績値（平成 15 年） ４４，９１９人 

平成 17 年度達成値 ４７，９１２人 

平成 18 年度達成値 ３６，０４８人 

平成 19 年度達成値 ４４，４７４人 

中期目標（平成 19 年） ７５，０００人 

目標値（平成 22 年） ９０，０００人 

市の芸術文化施設で実施される
事業の入場者率（行政指標）
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平成 19 年度は、芸術文化振興財団の事業において、美術・演
劇・音楽各分野で多くの入場者を得ることができました。また、文化
財の見学者及び講演会等参加者については、水車経営農家や埋
蔵文化財特別展により多くの見学者が訪れました。今後も引き続き
目標達成に向けて取り組んでいきます。 
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コミュニティの展開と協働のまちづくりの推進 
ふれあいと協働で進める市民自治のまちをつくる 

主な担当課：生活環境部
コミュニティ文化室

第８部 
第１ 

● 施策の評価～平成 19 年度を振り返っての評価

 これまでの主な取り組みと成果            
コミュニティ活動の展開への取り組みとしては、大沢

コミュニティ・センターで昨年度実施したベビーフレンド

リー化事業の検証を行いました。また、同コミュニティ・

センターでは、昨年度の耐震診断及び劣化診断を踏

まえ、耐震補強設計に着手しました。 

協働型まちづくりの推進に向けた取り組みとしては、

市民協働センターの「協働運営に関する検討報告書」

が企画運営委員会から市に提出されました。また、三鷹

市市民活動協力者登録制度による「市民活動助っ人隊」

を編成しました。ネットワークを推進するためのトークサロ

ンは４回（参加者数70人）、市の情報提供のための出前

説明会は３回（参加者数31人）、市民活動支援事業として

の「ブログ講座」・「ＮＰＯ法人入門講座」等は82回（参加

者数955人）開催し、講座の開催は、運営するＮＰＯ・市民

活動団体との協働事業として実施したことにより、参加者

及び運営者から高い評価を得ることができました。「第６

回みたか市民活動・ＮＰＯフォーラム」は市民企画により

開催し、参加団体50団体、参加者数461人を得ていま

す。 

コミュニティ活動の新たな展開に向けた取り組みとし

ては、町会等地域自治組織活性化支援事業を開始

し、地域の課題解決などに取り組む７団体・７事業を助

成対象事業として採択しました。平成20年２月に採択

事業の発表会、３月に事例集の発刊を行い、他団体の

活性化のヒントや刺激を与える効果がありました。 

 未達成の課題                       
 大沢コミュニティ・センターの耐震補強については、専門

機関による耐震改修の評定期間が10か月程度かかるという

外部要因から、耐震補強設計が平成 19 年度中に完了せ

ず、平成20年度に引き続き行うこととなりました。 

コミュニティ・センター 、地区公会堂の 

利用者数            （協働指標） 
計画策定時の状況（平成12年） ８９３，７１８人
前期実績値（平成 15 年） ９１３，１３８人
平成 17 年度達成値 ９０１，４０２人
平成 18 年度達成値 ８７３，６６１人
平成 19 年度達成値 ８８５，１７８人
中期目標（平成 19 年） ９３０，０００人
目標値（平成 22 年） ９４０，０００人

 

 ま ち づ く り 指 標 の 達 成 状 況 

ボランティアセンターや市民協働センター 

を利用する市民の数        （協働指標） 
計画策定時の状況（平成 12 年） １７，５０２人
前期実績値（平成 15 年） ２２，３８５人
平成 17 年度達成値 ４８，２９７人
平成 18 年度達成値 ５８，２２８人
平成 19 年度達成値 ６１，２０８人
中期目標（平成 19 年） ３０，０００人
目標値（平成 22 年） ４０，０００人

新川・中原コミュニティ・センターの利用再開もあり、

約 21,000 人の増となりました。これに対し、地区公会

堂は、トイレ改修や空調設備改修などの臨時閉館の

影響で約 10,000 人の利用者減となりました。ボランテ

ィアセンターについては、昨年度と同水準ですが、市

民協動センターは平成 19 年度 12 か月間で 43,000

人の利用者があり、好評を得ています。 

コミュニティ・センター、地区
公会堂の利用者数（協働指標）

901,402

940,000

873,661

893,718

913,138 930,000

885,178

850,000

900,000

950,000

H12 H15 H17 H18 H19 H19 H22

人

市内のＮＰＯ認定団体の数 （協働指標） 
計画策定時の状況（平成 12 年） １０団体
前期実績値（平成 15 年） ３５団体
平成 17 年度達成値 ５１団体
平成 18 年度達成値       ６１団体
平成 19 年度達成値      ６１団体
中期目標（平成 19 年） 増加
目標値（平成 22 年） 増加

 

大沢コミュニティ・センターの耐震補強について、平成 20年度中に設計を完了させ、平成 21年度に工事が

実施できるよう取り組んでいきます。市民協働センターでは、特定非営利活動法人の設立を目指すとともに、

開館５周年記念イベントを市民企画で開催します。コミュニティ活動の新たな展開に向けては、地域自治組織

の活性化につながる活動を助成する制度を継続するなど、組織の活性化支援のための施策を展開していきま

す。 

● 施策の展開～施策の評価を踏まえた今後の取り組み方向 
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「21 世紀型自治体」の実現と都市自治の確立 
ふれあいと協働で進める市民自治のまちをつくる 

主な担当課：企画部企画経営室

第８部 
第２ 

 

 これまでの主な取り組みと成果               
第３次基本計画の第２次改定については、骨格案と素案

の各段階でパブリックコメントやまちづくり懇談会を実施した

ほか、各種市民会議、審議会等においても計画改定に関す

る意見聴取を行いました。あわせて、無作為抽出の市民によ

る「計画改定に向けたまちづくりディスカッション」を開催し、

多層的、多元的な市民参加の機会を設け、市民意見の反映

に努めました。 

また、「行財政改革アクションプラン 2010」の最重点課題に

ついても積極的に取り組み、平成18年度末に廃園したこじか

幼稚園の施設を活用し、親子ひろばを併設するこじか保育園

を公設民営により平成 20 年４月に開園しました。 

一方、「人財育成」と組織の活性化に向けた取り組みとし

て、人事任用制度の検証・改善を進め、人事考課を全面的

にシステム化し事務を効率化するとともに、人事考課結果を

職員の処遇や人財育成に円滑・迅速に活用できるよう改善し

ました。 

市民満足度向上に向けた取り組みとしては、コンビニエン

スストアで納付できる税目を軽自動車税１種類から個人市民

税（普通徴収分）、固定資産税・都市計画税及び国民健康保

険税にも拡大し、納税者の利便性の向上を図りました。 

また、公共施設の計画的な維持・保全の取り組みとして

は、市の方針として｢三鷹市におけるファシリティ・マネジメント

の基本的方向｣を策定するとともに、全庁的な組織として｢都

市再生推進本部｣を設置するとともに、｢基本的方向｣に基づ

き、都市整備部に公共施設課を設置するなどの組織改正を

行いました。 

 

未達成の課題                         
人財育成のため、三鷹ネットワーク大学との連携強化や、

組織的に人財育成を進めていく上で、職員のメンタルヘルス

の管理が課題となっています。 

● 施策の評価～平成 19 年度を振り返っての評価 
 ま ち づ く り 指 標 の 達 成 状 況 

職員定数見直し数 （行 政指標 ） 
計画策定時の状況（平成 12 年） ― 
前期実績値（平成 15 年）累計 ９２人
平成 17 年度達成値（単年度） ２０人
平成 18 年度達成値（単年度） １３人
平成 19 年度達成値（単年度） ３１人
中期目標（平成 19 年） 削減
目標値（平成 22 年） 削減

      （各年度４月１日現在の見直し数）

経常収支比率       （行政指標） 
計画策定時の状況 
（平成 12 年） 

８７．８％

前期実績値（平成 15 年） ８６．８％
平成 17 年度達成値 ８７．２％
平成 18 年度達成値 ８６．５％
中期目標（平成 19 年）及
び目標値（平成 22 年） 

概ね８０％台を維持

公債費比率         （行政指標） 
計画策定時の状況 
（平成 12 年） 

９．２％

前期実績値（平成 15 年） ９．９％
平成 17 年度達成値 １０．２％
平成 18 年度達成値 ９．８％
中期目標（平成 19 年）及び
目標値（平成 22 年） 

概ね１３％超えな
いこと

準公債費比率       （行政指標） 
計画策定時の状況 
（平成 12 年） 

１２．７％

前期実績値（平成 15 年） １３．０％
平成 17 年度達成値  １３．２％
平成 18 年度達成値 （１２．９％）
中期目標（平成 19 年）及び
目標値（平成 22 年） 

概ね１７％超えな
いこと

 ＊平成 18 年度達成値は「実質公債費比率」

人件費比率         （行政指標） 
計画策定時の状況 
（平成 12 年） 

２４．３％

前期実績値（平成 15 年） ２１．５％
平成 17 年度達成値 ２０．１％
平成 18 年度達成値 ２０．０％
中期目標（平成 19 年）及び
目標値（平成 22 年） 

概ね２５％超えな
いこと

 三鷹市行財政システム改革実施方策（平成 12 年度

策定）での目標(120 人見直し)を達成しましたが、その

後も、行財政改革アクションプラン 2010 や国の集中改

革プランを踏まえた職員定数の見直しと適正配置に取

り組み、平成 17 年４月１日から平成 22 年４月１日まで

の期間の 70 人の見直し目標を含め、平成 22 年度当

初までに 210 人の見直しを行う予定です。 

平成22年度の市制施行60周年記念事業の準備に着手します。また、次期基本計画の策定に向けた調査検討

を始めます。さらに人事任用制度の検証と改善を行いながら、職員の能力開発をさらに進め、三鷹ネットワーク大

学と連携した人財育成を積極的に進めていきます。 

引き続き公共施設の耐震・劣化診断やデータベース構築等のファシリティ・マネジメントの確立の取り組みを行う

とともに、｢都市再生に向けたビジョン｣として、今後の公共施設の再配置等のあり方に関する基本的方針の策定に

取り組みます。 

● 施策の展開～施策の評価を踏まえた今後の取り組み方向 
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Ⅱ　成果に対する評価

①　大（目標の指標等を達成）

②　中

③　小又はなし

Ⅲ　効率性・経済性に対する評価

①　高（特別の成果あり）

②　中

③　低

事後評価項目と評価レベル

Ⅰ　進捗状況評価

①　当初計画通り〈計画以上進捗を含む〉

②　若干遅れた

③　大きく遅れた

３ 平成 19 年度事業評価 評価結果概要 
（１）概 要 
平成14年度から開始した事業評

価も、６年目の取り組みとなりまし

た。事業評価の方式は、平成 18 年

度の方式を継続し、事業評価審査会

等による評価対象事業の事業数は、

102 件となっています（平成 18 年

度は 95 件）。 

また、事業評価に加え平成 15 年

度から「各部の運営方針と目標」を

策定しています。これは各部の戦略

的な経営視点を踏まえた運営方針

を明確にするとともに、重要な事業

の目標を設定し、事前公開しています。事業評価による全体的な事業の評価に加え、部の

経営方針や事業の優先度を明らかにすることで、より総合的な評価システムの展開を図っ

ています。 
 
平成 19 年度の事業評価においても、８月から 10 月にかけて中間評価を、年度終了前後

の３月から４月にかけて事後評価を行いました。中間評価では、平成 19 年度事業の進捗状

況等の確認と次年度に向けた提案の評価を行います。主管課での１次評価と事業評価審査

会（審査会は、企画部長・総務部長・企画経営室長・財政課長・職員課長で構成）におけ

る２次評価に加え、市長等の理事者による政策会議による３次評価が行われました。 

一方、事後評価は、主管課の１次評価と事業評価審査会における２次評価を行います。

評価方法は１次評価、２次評価ともに、事業の当初計画と執行実績を比較・検証する「Ⅰ

進捗状況」の評価項目、｢まちづくり指標｣等の成果

に関する目標値と実績値を比較・検証する「Ⅱ成果」

の評価項目、そして、予算執行方法や事業の効率的

な取り組みの成果を比較・検証する「Ⅲ効率性・経

済性」の３つの評価項目について、それぞれ①～③

の３段階の評価を行っています。また、平成 19 年度

の執行結果における問題点・課題や平成 20 年度の取

り組みにおける留意点等について総括的にコメント

する「総合評価」も行いました。 

これらの評価結果は担当課にフィードバックされ、

今後、市民から寄せられたご意見などとあわせて、

平成 20 年度の事業執行や平成 21 年度の予算編成に反映されることになります。 

また、全対象事業 102 件の評価結果は、別冊の資料編と市のホームページに掲載してい

ます。 

 重点管理事業 部内管理事業 総  計 

企 画 部 ７ ７ １４ 

総 務 部 ６ ２ ８ 

市 民 部 ４ ３ ７ 

生活環境部 １２ ９ ２１ 

健康福祉部 ８ ４ １２ 

都市整備部 ９ ６ １５ 

水 道 部 ３ ２ ５ 

教育委員会 ９ １１ ２０ 

総  計 ５８ ４４ １０２ 

 

事業評価対象事業数の集計（平成 19 年度）



 66   

（２）事後評価結果の概要 

事業評価実施の６年目となった平成19年度については、各課においても評価の作業の習

熟や考え方の理解も進み、より客観的に事業の進捗状況や成果を評価できるようになりま

した。 

事業評価審査会では、引き続き客観的で正確な評価を進めるために審査基準の適切な運

用を図りました。特に｢効率性・経済性｣の評価項目については、レベル１の「高」とする

には、事業の結果として予算の執行残が生じただけでなく、通常の取り組みに加え、コス

ト減を図った積極的かつ特別な取り組みや、当該事業の結果として行革の効果が出た等の

成果が示されなければならないとの厳しい基準を示し、評価を行っています。さらに、｢進

捗状況｣や｢成果｣を評価するに当たっても、当初計画と執行結果との比較や、まちづくり

指標の目標値と実績の数値等を精査することにより、より正確な評価を進めました。 

また、主管課の１次評価と事業評価審査会における２次評価の結果は概ね一致したもの

になっていますが、今後の事業評価の推進にあたっても、主管課と審査会の評価基準に関

する認識の共有化が図られるよう、引き続き取り組みを進めていきます。 

 

平成19年度の評価結果を平成18年度と比較すると、概ね同じような傾向が続いています

が、効率性・経済性評価においてレベル３と評価された事業が平成19年度はゼロとなって

います。主管課評価や事業

評価審査会の評価が低い事

業（レベル３と評価された

事業）に共通することは、

外部的な要因によってやむ

を得ない状況が発生した背

景があるということです。

いずれも国等の制度改正

や、事業者等の第三者の状

況変化、入札不調等により、

当初計画どおりに事業執行

することが困難になったと考えられます。今後はこれらの課題を抽出し、課題解決に向け

て取り組みを進めていくとともに、今後同じような状況が発生する可能性のある事業につ

いては、予防措置を講じる等、他の施策にも反映させていきます。なお、三鷹市の事業評

価制度の目的は、評価点の高低のみにとらわれることなく、事業の課題を明らかにし、そ

れを理事者も含めた政策論議の俎上に載せることによって、今後の取り組みや改革・改善

につなげることにあります。今後の事業評価の取り組みにあたっても、その趣旨をさらに

浸透させていきたいと考えます。 

 

主管課による事後評価結果の集計 

評価 レベル 1 2 3 

Ⅰ進捗状況評価 ６７ ３１  ４

Ⅱ成果評価 ６２ ３６  ４

Ⅲ効率性・経済性評価 １２ ９０  ０

 

事業評価審査会による事後評価結果の集計 

評価 レベル 1 2 3 

Ⅰ進捗状況評価 ６７ ３０  ５

Ⅱ成果評価 ６３ ３５ ４

Ⅲ効率性・経済性評価 １１ ９１ ０
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■事業評価対象事業一覧 （基本計画の施策体系に基づき整理しています。） 
    ※重点：重点管理事業 部内：部内管理事業 ／ 事業主管課 ／ 数字：資料編掲載ページ      

 第１部 世界に開かれた平和・人権のまちをつくる                           
  ◆第１◆ 国際化の推進 
◆ 第２◆ 平和・人権施策の推進 
   ◆第３◆ 男女平等社会の実現 

   【部内】 男女平等参画の推進 ······················································企 画 経 営 室 １６ 
 

 第２部 魅力と個性にあふれた情報・活力のまちをつくる                         
  ◆第１◆ 情報環境の整備 
   【重点】 三鷹市ユビキタス・コミュニティ推進基本方針の策定と同方針に基づく事業の推進 ····情 報 推 進 室 ６ 

【部内】 財務会計システムの再構築···············································情 報 推 進 室 ２４ 
   【部内】 統合型地理情報システムの導入 ·········································情 報 推 進 室 ２２ 

【重点】 介護保険料の納付機会の拡大 ····························································高齢者支援室 １１２ 
   【重点】 適切な入札の執行・電子調達制度の運用·······························管 財 課 ３６ 
  ◆第２◆ 都市型農業の育成 

【重点】 都市型農業の維持・振興に向けた調査研究·····························生 活 経 済 課 ７４ 
◆ 第３◆ 都市型産業の育成 
【部内】 「ＳＯＨＯ ＣＩＴＹみたか構想」の見直しと推進·····························生 活 経 済 課 ８８ 
【部内】 コミュニティビジネスの支援 ················································生 活 経 済 課 ９２ 
【部内】 後継者・人財育成事業の推進 ·············································生 活 経 済 課 ９４ 
◆第４◆ 商業環境の整備 
【重点】 商店街の活性化の総合的な推進 ········································生 活 経 済 課  ７２ 
【重点】 観光事業の推進 ···························································生 活 経 済 課  ６８ 
◆第５◆ 消費生活の向上 
【部内】 消費者セミナーの充実·····················································生 活 経 済 課  ９６ 
【部内】 事業者雇用環境調査の実施··············································生 活 経 済 課  ９８ 

  ◆第６◆ 再開発の推進 
   【重点】 三鷹駅南口中央通り東地区再開発事業の支援（都市再生機構との連携強化） ·· まちづくり建築課  １３６ 
   【部内】 三鷹駅南口地区市街地再開発事業への支援（三鷹駅南口駅前西側地区・西側中央地区協同ビル化の支援） ·· まちづくり建築課 １４８ 

【部内】 三鷹台駅周辺地区整備基本計画の検討 ································都 市 計 画 課 １４６ 
 

 第３部 安全とうるおいのある快適空間のまちをつくる                           
  ◆第１◆ 安全で快適な道路の整備 
   【部内】 都市計画道路３・４・13 号線（牟礼地区）整備の促進 ···················都 市 計 画 課 １４４ 

【重点】 市道第 135 号線（三鷹台駅前通り）整備の促進 ························道 路 交 通 課 １３０ 
   【重点】 バリアフリーのまちづくりの推進 ··········································道 路 交 通 課 １２８ 
 【重点】 東京外かく環状道路に関する調査・検討 ································都 市 計 画 課 １３４ 
  ◆第２◆ 緑と水の快適空間の創造 
   【重点】 緑と水の拠点・ルートの整備（サイン整備、大沢の里の整備、連雀中央公園の整備） ··緑 と公 園 課 １４０ 

【重点】 国立天文台の地域開放などの活用方策の検討 ························企 画 経 営 室 １０ 
【重点】 花とみどりのまちづくりの推進 ············································緑 と公 園 課 １３２ 

  ◆第３◆ 住環境の改善 
      １ 住環境の改善 
   【部内】 木造住宅耐震診断・改修助成事業の拡充と推進······················· まちづくり建築課 １５４ 

【重点】 地区計画等によるまちづくりの推進 ······································都 市 計 画 課 １４２ 
   ２ 安全安心のまちづくり 

【重点】 安全安心・市民協働パトロールの充実···································安 全 安 心 課 ６０ 
◆第４◆ 災害に強いまちづくりの推進 
【重点】 地域防災計画の改定 ······················································防 災 課 ３０ 
【部内】 耐震改修促進計画の策定 ················································建 築 指 導 課 １５２ 
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【部内】 災害用備蓄倉庫及び生活必需物資等の配備···························防 災 課 ４２ 
【重点】 消防団詰所の整備 ························································防 災 課 ３２ 

  ◆第５◆ 都市交通環境の整備 
   【重点】 みたかバスネットの推進···················································道 路 交 通 課 １２６ 

 

 第４部 人と自然が共生できる循環・環境のまちをつくる                           
   ◆第１◆ 環境保全の推進 
   １ 環境保全 
   【部内】 「環境基本計画」の推進（「地球温暖化対策実行計画」の推進） ·······環 境 対 策 課 ９０ 
   【重点】 ＩＳＯ１４００１の運用 ························································環 境 対 策 課 ７８ 

【重点】 アスベスト対策の実施 ·····················································環 境 対 策 課 ７６ 
   ２ 公害防止 
  ◆第２◆ 資源循環型ごみ処理の推進 
   【重点】 新ごみ処理施設の整備 ···················································ごみ対 策 課 ６４ 
   【重点】 家庭系ごみの減量化・有料化検討事業··································ごみ対 策 課 ６２ 
  ◆第３◆ 水循環の促進 
  １ 上水道と雨水利用 
   【重点】 水源井の掘り替えによる揚水量の確保 ··································工 務 課 １６０ 

【部内】 配水管の新設による配水管網の整備····································工 務 課 １６２ 
【重点】 導水管の取り替えによる耐震性の向上 ··································工 務 課 １５６ 

   【重点】 経年管（配水管）取り替えによる耐震性の向上··························工 務 課 １５８ 
【部内】 大口径給水管の取り替えによる耐震性の向上··························工 務 課 １６４ 

  ２ 下水道と雨水浸透 
   【重点】 都市型水害対策事業等の推進 ···········································下 水 道 課 １３８ 
   【部内】 東部処理区の流域下水道等への編入の協議···························下 水 道 課 １５０ 
 

 第５部 希望と安心にみちた健康・福祉のまちをつくる                           

  ◆第１◆ 地域福祉の推進 
【重点】 地域ケア推進事業 ·························································高齢者支援室 １０２ 
【重点】 バリアフリーマップ作成事業 ·································································地 域 福 祉 課 １１０ 
【重点】 災害時要援護者支援モデル事業 ·························································高齢者支援室 １１４ 

【重点】 高齢者・障がい者等の生活と福祉実態調査·········································高齢者支援室 １１８ 
  ◆第２◆ 高齢者福祉の充実 

【部内】 介護予防事業の推進 ······················································健 康 推 進 課 １２０ 
  ◆第３◆ 障がい者福祉の充実 

【重点】 高齢者・障がい者入居支援・居住継続支援事業 ··································地域福祉課・高齢者支援室  １０８ 
  ◆第４◆ 生活支援の充実 

【重点】 国民健康保険財政の健全化と収納率の向上 ···························保 険 課 ４８ 
 【部内】 後期高齢者医療制度の創設に向けた準備······························保 険 課 ５６ 

  ◆第５◆ 健康づくりの推進 
【重点】 特定健康診査等実施計画の策定·························································保 険 課 ５２ 

 

 第６部 いきいきと子どもが輝く教育・子育て支援のまちをつくる                          

◆ 第１◆ 子どもの人権の尊重 
【重点】 「三鷹子ども憲章（仮称）」の制定 ·············································企画経営室  ８ 

◆第２◆ 子育て支援の充実 
【重点】 西野保育園の建替え ······················································子育て支援室 １０４ 
【重点】 こじか保育園（仮称）の整備と効率的な運営·····························子育て支援室 １０６ 
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   【部内】 効率的な保育園の運営 ···················································子育て支援室 １２４ 
【重点】 学童保育所整備事業（六小・北野小学童保育所） ······················生 涯 学 習 課 １７６ 

【部内】 乳幼児医療費助成の拡大 ················································子育て支援室 １２２ 
【重点】 義務教育就学児医療費助成事業 ········································子育て支援室 １１６ 
【部内】 四小学童保育所とむらさき子どもひろばの一体的な管理運営·········生 涯 学 習 課 １９８ 

  ◆第３◆ 魅力ある教育の推進 
   【部内】 教育用及び教員用コンピュータの整備···································総 務 課 １９４ 

【重点】 教育支援プランの策定及び推進··········································学 務 課 １７４ 

【部内】 第四中学校教育支援学級（固定制）の新設 ·····························学 務 課 １９０ 
【重点】 みたか教師力錬成講座等の実施 ········································指 導 室 １８２ 

   【重点】 小・中一貫教育校の推進··················································指 導 室 １６６ 
  【部内】 幼稚園・保育園・小学校の連携教育の推進 ·····························学 務 課 １９２ 
  【部内】 学校ポータルサイトの構築 ················································総 務 課 １９６ 
◆第４◆ 安全で開かれた学校環境の整備 

   【重点】 学校の耐震補強工事 ······················································施 設 課 １７２ 

【重点】 にしみたか学園第二中学校体育館の建替工事·························施 設 課 １６８ 
   【重点】 第一小学校スーパーリニューアル事業 ··································施 設 課 １７０ 

【部内】 学童保育所と地域子どもクラブとの連携等による放課後児童健全育成事業の拡充 ····生 涯 学 習 課 ２００ 
 

 第７部 創造性と豊かさをひろげる生涯学習・文化のまちをつくる                        

  ◆第１◆ 生涯学習の推進 
   １ 生涯学習活動 
   【部内】 三鷹ネットワーク大学事業の充実に向けた協働の推進 ················企 画 経 営 室 １８  
２ 図書館活動 

【部内】 南部図書館（仮称）建設に向けた調査・研究 ····························図 書 館 １８６ 
【重点】 図書館コンピュータ・システムの再構築 ··································図 書 館 １７８ 
【部内】 ビジネス支援図書館に向けた取り組み ··································図 書 館 ２０４ 

  ◆第２◆ 市民スポーツ活動の推進 
   【部内】 総合スポーツセンター（仮称）の建設 ····································· 総合スポーツセンター建設準備室 １８８ 

【重点】 大沢総合グラウンド整備事業 ············································· スポーツ振興課 １８０ 
  ◆第３◆ 芸術・文化のまちづくりの推進  

【重点】 絵本館構想の推進························································· コミュニティ文化室  ６６ 
【重点】 太宰治顕彰事業の推進 ··················································· コミュニティ文化室  ８０ 
【重点】 山本有三生誕 120 年記念事業の実施 ··································· コミュニティ文化室   ８２ 

 【部内】 吉村昭顕彰事業の実施 ··················································· コミュニティ文化室  １００ 

【部内】 大沢二丁目古民家（仮称）整備事業 ·····································生 涯 学 習 課 ２０２ 

 
 第８部 ふれあいと協働で進める市民自治のまちをつくる                          

  ◆第１◆ コミュニティの展開と協働のまちづくりの推進 
   【部内】 地域自治組織の活性化支援 ············································· コミュニティ文化室  ８４ 
   【重点】 市民協働センターの運営·················································· コミュニティ文化室  ７０ 
   【部内】 大沢コミュニティ・センターの耐震補強 ··································· コミュニティ文化室  ８６ 
  ◆第２◆ 「21 世紀型自治体」の実現と都市自治の確立 
   【重点】 第３次基本計画の第２次改定·············································企 画 経 営 室 ２ 

【重点】 行財政改革アクションプラン 2010 の推進································企 画 経 営 室 １４ 
【重点】 自治基本条例の定着と自治の推進 ······································企 画 経 営 室 １２ 

   【重点】 人事任用制度の検証・改善 ···············································職 員 課 ４０ 
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【重点】 戦略的視点に立った職員定数の見直し・適正配置 ·····················職 員 課 ３８ 
【部内】 職務分析による時間外勤務の縮減 ······································職 員 課 ４４ 
【部内】 補助金等の見直し ·························································財 政 課 ２６ 
【部内】 高金利債の繰上償還・借換え ············································財 政 課 ２８ 
【重点】 平成 19 年度市税収入の把握と確保····································· 市民税課・資産税課・納税課  ４６ 
【部内】 学校給食の充実と効率的な運営の推進 ·································学 務 課 １８４ 
【部内】 窓口サービスの拡充·······················································市 民 課 ５４ 
【重点】 市税等の納付機会の拡大 ················································ 市民税課・資産税課・ ５０ 
                                                       納税課・保険課  
【部内】 税源移譲に伴う個人住民税等に関する広報活動·······················市民税課・保険課 ５８ 
【重点】 ファシリティ・マネジメントの推進（公共施設の保全・活用に向けた取り組み） ····企 画 経 営 室 ４ 
【重点】 各種審議会等委員の公募制等の拡大···································職 員 課 ３４ 
【部内】 ホームページのリニューアル··············································秘 書 広 報 課 ２０ 
 


